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令和６年度�複式学級担任者研修会

【期⽇】令和６年６⽉２１⽇（金）  【場�】�井�立�井⼩��
【⽬的】�式��担任者に�して�式��の��指��び����等に
   ついて研�を⾏うことにより、指�⼒の向上を�る。
【内�】〇オリエンテーション  
        ��者 �井⼩�� �頭 橋� 賢吾
    〇提�授業 ４・５�年算�科
      単元� ４年「��・平⾏と�⾓形」 ５年「�同な�形」 
        授業者 �井⼩�� �� 柳� �⼀

・複式学級の担任をしているが、他の先⽣
 の授業を⾒る機会がなかなかないため、
 ⼤変勉強になった。
・複式授業の進め⽅やガイド学習など、参
 考になった。授業者の優しい声がけや児
 童への接し⽅がとてもよかった。
・複式指導でのICT活⽤を⾒ることができ
 てよかった。授業のねらいを達成するた
 めの⼿段として活⽤したい。

＼参加者のみなさまの声／

 複式指導においては、「複式形態の利点」を⽣
かし、⼀⼈⼀⼈に応じた柔軟な指導をすることが
⼤切です。本研修会の会場である佐井⼩学校で
は、「ガイド学習」の指導を１年⽣から段階を踏
んで取り⼊れています。
 提案授業では、授業者の柳⾕先⽣が児童⼀⼈⼀
⼈に寄り添う姿がありました。また、間接指導時
に児童が⾃ら学習を進められるよう、教材の準備
やＩＣＴ活⽤の⼯夫をしていました。
 研究協議では、参加者がそれぞれ⾃校の児童の
姿を思い浮かべながら、指導の⼯夫について様々
な意⾒を交わしていました。
 複式指導は準備や実践において困難さを感じる
と思います。そのため、⽇頃から授業者が悩みを
相談し、全教職員で共有できるチームワークが鍵
となります。全教職員が笑顔で授業づくりについ
て語り合える職場でありたいと思います。

『へき地・複式教育 
 ハンドブック
 【事例編】』
(⻘森県教育委員会)

これからのへき地・複式・
⼩規模校教育 ※動画   

令和６年度�⼩ ･中学校⽣徒指導研究協議会
     � � �兼 �安⼼できる学校づくり研修会

【期⽇】令和６年７⽉２⽇（�）  【場�】むつ来さまい�
【⽬的】（１）不��の予�のため、児�⽣徒理�を�めていくとともに、����など�どもたちを�り
              �く�々な背�を理�し、��な�点をもって⽣徒指�を�めていく��の向上を�る。
    （２）�内の現状を踏まえ、ハートフルリーダーを中�としたいじめ�⽌�策の活性�といじめ問
       題への��についての理�を�め、��の��的��⼒�び�員の指�⼒の向上を�る。
【内�】�義・���午前「ＦＲ式不����チャートによる�援」  午�「発���と不��」
     �師�ＦＲ��臨�研�� ��  �輪 �男 �

児童⽣徒⼀⼈⼀⼈に応じた⽀援を

 不登校児童⽣徒の増加傾向が⾒られる今、改めて学校
として、⼀⼈の教員としてできることを考えていくこと
が求められています。本研修会では、花輪⽒を講師に招
き、不登校に対する捉え⽅や具体的な⽀援の在り⽅につ
いて参加者全員で考えました。答えはありません。⽬の
前の⼦供の中にだけ、ヒントが⾒えるはずです。

・不登校の原因の追究ではなく、⼦供
 にポジティブな刺激を与えながらガ
 ソリンを⼊れられるようにしたい。
・学校と家庭の道をつないでおくこと
 の⼤切さを学んだ。
・教員である私たちの認識や学校体制
 の改善が必要だと感じた。

＼参加者のみなさまの声／

 今年度も下北教育事務所の主管事業への参加や御協⼒をいただき、ありがと
うございました。
 今年度を振り返り、事業の概要を紹介をします。



 「⾷の指導をどうすればいい？」「専⾨的
な指導ができる⼈がいれば…」と悩まれる
先⽣⽅も多いかもしれません。指導の⼟台
は、「毎⽇の昼⾷（給⾷）の時間」です。
学級担任が毎⽇少しずつ進める指導にこそ
価値があります。

「量的確保、質的転換」から「質的充実」へ

 これまで、各校において多くの先⽣⽅の努⼒により、
「特別の教科 道徳」の授業の量的確保や、「考え、議
論する道徳」への質的転換が図られてきました。本研修
会において、講師にお招きした堀⽥調査官からは、「今
後は『質的充実』を⽬指していくこと」が⽰されまし
た。そのためにも、⾃校の教育課題や児童⽣徒の実態に
即して、各内容項⽬の指導時期や時数など、学校独⾃の
全体計画及び別葉の作成が求められています。
 今⼀度、道徳教育推進教師を中⼼に、学校全体で道徳
教育の諸計画について確認と改善をお願いします。

「教育だより」を読んだ⽅

は、こちらのアンケートへ

ご協⼒お願い

します！

【期⽇】令和６年７⽉２４⽇（�）  【場�】むつ来さまい�
【⽬的】⼩���び中��における����の����を期するため、
   ������上の�問題を研�協�し、その��を�り、�員の
   ��的指�⼒の向上を�るとともに、保�者や地域��との�流
   を�め、相�の理�を�ることにより、���び地域��におけ
   る����の⼀�の��に�する。
【内�】�義�「�体��と年間指���の⼯夫について」
     �師���科�省 �等中等��局����� �科�査�
        国立��政策研������研�センター 研�開発�
         �����査�  �⽥ �� �

オンライン質問箱 ~おしえてSKJ~
続々と御活用いただいております

Googleフォームでの
申込みはこちらから

令和６年度�⼩ ･中学校道徳教育研究協議会①

活⽤例①�情�モラル��を�めて担当することになった  
     が、�師の��や�め�について情�がほしい。
活⽤例②�「いじめアンケート」作成の���式があれば、
     ��してほしい。 

＼参加者のみなさまの声／
・初めて道徳教育推進教師になり、全
 体計画の作り⽅や各学年の先⽣⽅と
 の連携の仕⽅で悩んでいたが、進め
 ⽅を理解することができた。
・授業構想のポイントも教えていただ
 き、参考になった。
・「質的充実」を⽬指す今、改めて全
 体計画の重要性を実感した。
・⾃校の年間指導計画をすぐに⾒直し､
 重点内容項⽬に関わる授業の配置を
 確認しようと思った。

令和６年度�体育・⾷育の楽しさアップ研修会

⾷に関する指導の⼟台は・・・

【期⽇】令和６年８⽉１９⽇（⽉）  【場�】むつ�中央���、むつマエダアリーナ
【⽬的】��のこどもたちの���題�決のために、⼩��中�年において、⼩����指��領に
    則った「�しい体�」の�現と「�に�する指�」の�体的な授業構成�び指���につい
    て体�的に研�を⾏い、⼩����員の��向上を�る。
【内�】�義��「中�年における�しい��（��づくり）の指�」 
     �師�武�川女�⼤��������科 �授 �� �⼆ � 
    �技��「中�年における�しい体�・単元づくりの指�」
       �師�国⼠�⼤�������科 �授 �� �⼆ �    

★食習慣形成の促進には
①関わりのある⼈の存在
 みなさんの⾔葉がけ、授業
②環境構成
 栄養教諭や養護教諭との連携、掲⽰、校内放送
③授業の質
 必要感や気付きを引き出す学活、個別最適と協働
児�との�しい時間の共有や
体�活動［��（��）・�科等��］の��を

『⼩学校体育（運動
 領域）指導の⼿引』

���題����に�する��⾒、��問も
お待ちしております


